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近年，問題解決能力を実践的に養うことができる PBL (Project Based Learning)が注目されている．

しかし，PBLに不慣れな教員による PBLの指導・支援は難しい．また PBL初学者は PBLをうまく

進めることが難しい．本研究では，PBL実践の適応的な支援システムの開発を見据え，テーマを類

型化し，テーマごとの代表的な手順，起こりうる問題とその対応付けを行った．結果として，8のア

クティビティ種によって，テーマを類型化できることが確認できた．
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1 はじめに

国内外で問題解決能力の育成が望まれている (1)(2)．

これに伴い，問題解決能力を実践的に養うことがで

きる PBL (Project Based Learning)が注目されてい

る．PBLは，学習者 (チーム)の主体性を重視し，PBL

の定石を大きく逸脱しない範囲で自由に活動するこ

とが望ましい．しかし，PBLの定石やノウハウが定

形化されておらず，PBL初学者は PBLをうまく進め

ることが難しい．さらに，学習目標・学習過程・対

象テーマなどの多様性から，経験の浅い教員には適

切な支援を行うことが困難である．

これまで，PBLの指導・支援については多く実践

がされている (3) (4) (5) (6) (7)．また，大学等において

も実践ガイドやマニュアルが存在している (8) (9) (10)

(11) (12) (13)．しかし，問題解決能力を育成する方法論

として確立されているものがなかった．

これに伴い，筆者らはプロジェクトマネジメント

の知識体系 A Guide to the Project Management Body

of Knowledge (PMBOK R⃝Guide)を参考に，PBL向け

にテーラリングを施した知識体系 PBLBOK (14) を開

発した．PBLBOKにより，テーマや状況に依存しな

い定石や，資料の雛形等の提供が行え，問題解決能

力の育成について一定の評価が得られている (15)．

PBLは，学習者 (チーム)の主体性を重視する必要

がある．そのため，学習者は自由に PBLを進めるこ

とが望ましい．一方で，PBLの定石を大きく逸脱し

ない範囲で自由に活動することが望ましい．これら

の，矛盾するように見える 2つの要件を満たす運用

モデルを考える．

これらを実現するためには，PBLの定石に則りな

がら，より細かい粒度の運用モデルが必要となる．

実際の PBLでは，テーマによって行うべき作業が大

きく異なる．テーマが異なると，学習者が行うべき

作業は異なり，発生する課題も異なる．テーマの内

容やチームの状況が一様ではなく，一様な支援は行

えない．作業に応じた支援，発生した課題に応じた
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支援が難しいという問題が残されている．

また，PBLBOKを実際の PBLに適用し，上手に

活用・運用するには，PBLBOKに示されているプロ

セス (定石)を踏まえながら，実際の PBLに合わせ

て，具体的な作業を時系列で並べる行為が必要とな

る．そのため，筆者らは ISO/IEC 12207:2008(16) を

参考にし，フェーズ，アクティビティ，タスク，お

よびリストの 4つの作業の粒度を定義した．

また，アクティビティと発生しがちな課題とその

支援について対応付けを行った．これに基づき，PBL

の実践を進めていく PBLワークフローモデルを提案

した (17)．

PBLワークフローモデルは，アクティビティの種

類と発生しがちな課題とそれに対応する支援を例示

できるが，PBLを遂行するにあたっては，テーマか

らアクティビティ種を列挙する必要がある．しかし，

テーマからアクティビティ種を列挙する支援は行え

ていない．ここで，テーマに応じたアクティビティ

種の列挙・例示が行えれば，PBLの一気通貫の支援

が行えると考える．そこで，本研究では，テーマの

類型化とアクティビティ種の対応付けを行う．

本稿では，この PBLワークフローモデルに基づき，

テーマの類型化を行い，アクティビティ種と対応付

けた結果を報告する．

2 準備

2.1 本研究で扱う PBL

本研究では，“PBL”を，デューイの問題解決学習論
(18), PDCA(19, 20),PDSA(21),IDEAL(22)に基づき，再定

義する．

また，オープンエンドな問題を扱う，基本的に少

人数のチームで取り組む，期間が決まっている，期

間が 1コマではなく，数日から数年の比較的長期で

あるといった特徴を持つ PBLを対象とする．既存の

「テーマ学習」「プロジェクト学習」「PBL (Problem

Based Learning)」「PBL (Project Based Learning)」

「問題解決型学習」「課題解決型学習」「卒業研究」等を

包含した PBLを扱う．また，本研究において，PBL

の目的は，問題解決能力の習得とする．問題解決能

力の習得とは，問題解決の進め方と管理すべき観点

を理解し，進め方と観点を遵守した問題解決を実践

する力を身につけることとする．本研究では，PBL

で学習者が行うべき全ての行為を「作業」と定義す

る．また，PBLの実行フェーズで発生する，リスク

が顕在化したものを「課題」と定義する．

2.2 PBLBOKの概要

PBLBOK とは，PBL の定石をまとめたものであ

る．PBLを 5つのフェーズと 6つの知識エリアに分

割し，必要な成果物をうまく作成するために必要な

プロセスを定義している．PBLを進めるにあたり，

これらを時系列で作業を列挙できることが望ましい．

表 1に PBLBOKにおける 5つのフェーズ，6の知

識エリア，21の観点を示す．表 2に PBLBOKにお

ける要素成果物と，利用するフェーズ，知識エリア

との対応付けを示す．

2.3 本研究で想定する PBL

本研究が想定する PBL の概要は以下の通りであ

る．PBLBOKに則り，最小構成の PBLを想定する．

PBLは以下 4つのフェーズから構成される．

フェーズ 1. 企画フェーズ

• 全体の流れを理解する．
• チームを作り，チームごとにリーダを決定する．
• 現状と理想とのギャップを見つけ，問題を定
義する．

• ギャップを埋めるために作成する成果物を決
定する．

• 企画書にまとめる．

フェーズ 2. 計画フェーズ

• 企画書に基づき，スケジュールと評価基準書
を作成する．

• スケジュール作成にあたっては，一定の作業
単位でメンバーをアサインする．
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表 1: PBLBOKにおける 5のフェーズ，6の知識エリア，21の観点
フェーズ

知識エリア 企画 計画 実行 確認 評価
チーム決め 計画の統合 実行の統合 確認の統合 総括的評価統合
テーマ決め

品質 - 品質計画 品質の作り込み 品質確認 -

コスト - コスト計画 調達実行 コスト確認 -

スケジュール - スケジュール
計画

スケジュール
実行

スケジュール
確認

-

リスク - リスク計画 リスク対応 リスク確認 -

コ ミ ュ ニ
ケーション

- コミュニケー
ション計画

コミュニケー
ション実行

コミュニケー
ション確認

-

表 2: PBLBOKの要素成果物とフェーズ，知識エリアとの対応

要素成果物 フェーズ 知識エリア 概要
企画書 * 企画 統合 テーマ，ゴール，最終成果物，リーダー，メンバーを記載

評価基準書 * 計画 品質 最終成果物，問題解決プロセスの評価基準を記載

コスト管理書 計画
実行

コスト
購入する物品，利用するサービスにかかる費用とタイミング，
ステータス (未発注，発注済み，到着済み等)を記載

スケジュール * 計画 スケジュール 作業，予定と実積 (開始日，終了日)，担当を記載

リスク計画書 計画 リスク リスクの影響度と確率，予定する対応を記載

課題管理表 * 計画
実行

リスク
課題の担当，登録日，完了予定日，ステータス (未着手，対応
中，完了)を記載

コ ミ ュ ニ
ケーション
計画書

計画 コ ミ ュ ニ
ケーション

チーム内での公式コミュニケーション，非公式コミュニケー
ションの方法，教員や関係者との連絡の方法，レビュー前の
情報収集タイミングを記載

進捗報告書 計画
実行

コ ミ ュ ニ
ケーション

スケジュールの概要，課題の概要，現時点での評価を記載す
る．レビューを短時間かつ円滑に進めるための文書．

議事録 計画
実行

コ ミ ュ ニ
ケーション

レビューの内容，および教員と合意した現時点での評価を記
載する．前回のレビューからの進捗を確認するため，また成
績付けに利用するために作成

発表資料 実行
評価

統合 実行結果を発表するためのプレゼンテーション資料等

最終報告書 * 評価 統合
企画書と照らし合わせ，当初の目的，目標を達成できたか，教
訓等を記載

* 必須
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• 最終成果物の評価基準は学習者が決定する (目
安)．

• 評価基準は成果物の評価を決定する (目安)．

フェーズ 3. 実行・監視フェーズ

• 計画書に基づき，計画を実行する．
• スケジュールに進捗を記述する．
• 課題が発生したら課題管理票に記載し，課題
を消化していく．

• 未着手の課題があれば，自発的に自分を課題
にアサインする．

• 評価基準書に則り，定期的な形成的評価を行う．

フェーズ 4. 評価フェーズ

• 発表を行う．
• 他のチームの発表を評価する．
• 自己評価，チーム内評価，チーム間評価を行う．
• PBLを振り返り，教訓などをまとめ，最終報
告書を作成する．

2.4 PBLワークフローの概要

PBLワークフローは，典型的なテーマの進め方を

表現するために作業を階層化し，作業を行う際や，課

題が発生した際に適応的な支援が行えるように PBL

をモデル化したものである．

まず，作業粒度のサイズを検討した．

ISO/IEC 12207:2008(16)を参考にし，PBLにおける作

業を，フェーズ，アクティビティ，タスク，および

リストの 4つの粒度を定義した．

アクティビティはテーマに応じて異なる．要素成

果物と 1対 1に対応づけられる粒度で定義する．タ

スクは，アクティビティを分割し，メンバと 1対 1

に対応づけられる粒度で定義する．リストはタスク

を分割し，ToDoリストのように利用される．リス

トは，タスクに割り当てられたメンバーが自分で管

理する．

あるタスクに含まれる全てのリストが完了するこ

とは，そのタスクが完了したことを意味する．ある

アクティビティに含まれる全てのタスクの完了する

ことは，そのアクティビティが完了したことを意味す

る．あるフェーズに含まれる全てのアクティビティ

を完了することは，そのフェーズが完了したことを

意味する．全てのフェーズを完了することは，その

PBLが完了したことを意味する．

本研究で想定するワークフローモデルと作業の単

位を図 1に示す．

フェーズ，アクティビティは PBLBOKを逸脱し

ないよう，学習者の編集に制約を持たせることを考

える．タスクおよびリストは主体性への配慮のため

に，学習者が自由に編集できるものとする．

次に，過去の PBLテーマをアクティビティ単位で

整理，類型化した．2013年から 2016年の間の PBL

の事例に基づいて課題ごとにテーマを分類した．対

象は PBLのテーマ 95件，1109件のタスクを分析し

た．結果として，アクティビティの種類として「知

識獲得」「調査」「企画・提案」「発想」「創造」「体験・

実践」「調達」「渉外」が得られた．

最後に，アクティビティ種を過去の PBLで発生し

た課題群と支援群と対応付けを行った．アクティビ

ティ種と課題，支援との対応例を表 3に示す．

このようにアクティビティの種類と課題を対応づ

けることで，学習者が当該アクティビティを進める

際に，躓きがちな点とその対策等にを提示すること

が可能となる．また，計画フェーズでは，テーマに応

じたリスク計画の雛形を提示することも可能となる．

3 研究の目的と方法

本研究では，テーマに応じたアクティビティ種の

列挙・例示を行うことで，PBLの一気通貫の支援を

行うことを目的とする．そこで，本研究では，テー

マの類型化とアクティビティ種の対応付けを行う．

まず，過去の PBLのテーマを俯瞰し，いくつかの

テーマ種に類型化する．次に，それぞれのテーマ種

をアクティビティ種を列挙することで，テーマを表

現する．最後に，テーマ種とアクティビティ種の対
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図 1: 想定するワークフローモデルと作業の単位

表 3: アクティビティ種と課題，支援との対応例
アクティビティ種 課題例 支援例

知識獲得 ·見積もり期間が短すぎる → 期間に余裕を持たせる
·機材が準備できていない → 調達リストを使わせる (雛形を提供する)

調査
·対象者が見つからない → 対象者探しの期間に余裕を持たせる．対象者を紹介する．
·調査実施日が調整できない → 調査実施日に余裕をもたせる．日程調整に協力する．
·調査場所が予約できない → 調査場所予約日に余裕を持たせる．調査場所予約に協力する．

企画・提案 ·問題と対応していない → 企画書を再確認させる
·前提条件を満たしていない → 前提条件と計画を見直しさせる

発想 ·アイデアが発想できない → 発想法を提示する
·アイデアがまとまらない → 収束法を提示する

創造
·スキルが足りない → スキル習得のためのスケジュールを追加させる
·進捗がないメンバーがいる → 当該メンバーの支援を促す
·必要なメンバーが来れない → 原因を明確にする (優先順位，障害など)

体験・実践 ·必要な物が準備できていない → 調達リストを使わせる (雛形を提供する)
·雨天 (屋外の場合) → 予備日を設けさせる

調達

·比較が十分でない → 2つ以上のものと比較させる
·調達が遅れる → いつ手配できるかを確認させる．

必要な日に調達できなければ代替案を考えさせる．
·調達が行えない → 調達が行えなくても進められないかを考えさせる．

代替案を考えさせる．

渉外

·見積もり期間が短すぎる → 渉外の期間に余裕を持たせる
·打ち合わせの日が調整できない → 日程に余裕をもたせる．日程調整に協力する．
·打ち合わせ場所が予約できない → 予約日程に余裕を持たせる．場所予約に協力する．
·態度や振る舞いが悪い → 礼儀正しく，事前にアポイントを取らせる．

応付けの妥当性を評価する．

4 テーマの類型化

2013年から 2018年の 190テーマの類型化を行っ

た．具体的な成果物の有無や目的に応じて，テーマ

全体を俯瞰し，結果として，制作型，実践型，企画型，

調査型，体験型の 5のテーマ種が挙げられた．テー

マの例とテーマ種との対応を表 4に示す．

制作型は，具体的な成果物を制作することが目的

のテーマである．実践型は，成果物を制作するかに

依らず，催事を企画・実践することが目的のテーマ

である．催事の実践にあたり，成果物の制作が必要

となるテーマも含まれている．企画型は，費用やス

ケジュール，実際に実践が難しい内容を取り上げ，企

画・提案を行う．制作型，実践型と比較して，評価が

曖昧になりがちなので，専門家や第三者評価による

事後調査が重要となる．調査型は，調査の実践とそ

の考察が目的となるテーマである．調査型は，その

調査の信憑性の評価の他，調査のための渉外や調達

が重要となる．体験型は，実際に「やってみる」こと

が目的のテーマである．メンバーのタイピングスキ

ルを向上させる，世間で流行っているダイエット法
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表 4: テーマ種とテーマ例
テーマ種 概要 テーマ例

作品・動画・システム等，
成果物を作って評価する

·大学生協の商品の PC動画の制作と売上向上
制作型 ·動きのある新しい紙芝居の制作と評価

·地理に興味を持てる絵地図教材の開発

催事を企画し，実践する
·プログラミング勉強会の企画・実践・評価

実践型 ·コンピュータシステム概論の模試実践と評価
·プレーパークでの子供とのワークショップ開催

制作・催事の提案・企画
を立てて評価する

·海外に日本人学校をつくる
企画型 ·新しい遊具を考える

·新しい野球チームを設立する
調査を行い，結果を
まとめ，考察する

·数学嫌いの原因究明と改善提案
調査型 ·生協の人気メニュー調査

·スーパーの食材の値段比較
メンバーが体験・実
験を行い，考察する

·ダイエット法を追試験する
体験型 ·タイピングスキルを上げる

·成績を上げる

をチームメンバーで試す，などが挙げられるが，メ

ンバーの人数や，前提条件や実験条件を揃えること

が極めて難しいため，信憑性に乏しい結果になりが

ちである．そのため，企画前調査や事前事後調査が

重要となる．

5 テーマ種とアクティビティ種の列挙

次に，テーマ種をアクティビティ種で記述した．

テーマ種をアクティビティ種で列挙し，一般化した

モデルを図 2, 3, 4, 5, 6に示す．

背景色が白色の枠が必須のアクティビティ群・ア

クティビティ種である．背景色が灰色の枠は選択的

に利用されるアクティビティ群・アクティビティ種

である．基本的に同一のアクティビティ群の列挙に

よって，テーマを表現している．また，必須となる

アクティビティ群はテーマ種によって決定すること

とした．

制作型，実践型，企画型，調査型については，概

ね「企画前の調査」，「企画」，「事前調査」，「成果物

の創造 /調査準備」，「成果物の披露 /催事実践 /本調

査実施」，「事後調査」のアクティビティ群で進めら

れることがわかった．アクティビティ群「企画前の

調査」，「事前調査」，「事後調査」においては，調査

の企画，実行，調査結果をまとめるアクティビティ

種が必須となり，調査のために許可が必要であれば

「渉外」，調査のために物品や人員が必要であれば「調

達」が必要となる．

また，アクティビティ群「成果物の制作」におい

ては，制作に知識・技能が足りなければそのための

「知識・技能獲得」，撮影などの許可が必要であれば

「渉外」，成果物の制作にために，物品や人員が必要

であれば「調達」が必要となる．

アクティビティ群「成果物披露」においても，披

露のために許可が必要であれば「渉外」，物品や人員

が必要であれば「調達」が必要となる．

6 アクティビティ種の評価

最後に，2013年から 2018年の PBLの 190テーマ

に含まれる 2,829タスクを 8のアクティビティ種で

表現できるかの評価を行った．結果として，8のア

クティビティ種ですべてのタスクが表現できること

を確認できた．

なお，一部のテーマにおいては，PBLの学習期間

に余裕が出来たことから，「事後評価」の評価結果を

踏まえ，再度「企画」を行っているテーマも見受け

られた．そのため，テーマ種からアクティビティ種

を時系列で列挙する際には，繰り返しについても考

慮する必要があると考えられる．
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図 2: テーマ種「制作型」をアクティビティ種で一般化
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図 3: テーマ種「実践型」をアクティビティ種で一般化
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図 4: テーマ種「企画型」をアクティビティ種で一般化
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図 5: テーマ種「調査型」をアクティビティ種で一般化
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図 6: テーマ種「体験型」をアクティビティ種で一般化
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7 おわりに

本稿では，PBLの一気通貫の支援を行うため，テー

マに応じた支援を目指すため，これまでの PBLの実

践からテーマ種を定義し，アクティビティ種を列挙

することで一般化した．これにより，テーマの種類

に応じてアクティビティ群を例示することにより，計

画フェーズでのスケジュール作成の支援を行えるこ

とが期待できる．また，アクティビティ種に応じて，

起こりがちな課題と支援が提示できることから，計

画フェーズでのリスク計画策定の支援，実行フェー

ズで課題が発生した際の適応的な支援が期待できる．

今後，本モデルに基づくシステム開発と実践・評価

が求められる．
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